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ご意見・ご要望を


･･･12月議会めざし･･･


来る１１月２２日に一般質問通告しめ切りとなります。


くらし・医療・介護・教育・子育て・農業・道路など、小さなことでも、お気づきの事項がございましたら、お気軽にお寄せ下さい。


☆電話３８－４９４９


☆FAX３８－２２４２


☆携帯090-6971-4949





議員有志６人と町民有志が呼びかけた「告訴・真相解明を求める署名」は18日現在２０００筆を突破しました。これは、北川町長を支持する方も、そうでない方も、親が３０００万円弁済したからと言って、税金で成り立っている町が告訴しないのは、道理に合わないと思っておられる表れではないでしょうか。


月末まで更なる上積みめざし、それぞれの立場、つながり生かし奮闘します。





署名運動が進む中、いろいろな声が寄せられています。行政や関係者とかかわりのあるＢさんは、考えた末「いろいろ親しくしてきたが、あれとこれとは違う。やっぱり署名するわ」と何かを吹っ切るように応じてくれました。ある方に「税金の被害を受けた町が、警察に訴えていないのですよ」と説明すると「え？まだ告訴してへんのですか！」と驚きの表情で署名してくれました。


事件発覚から10か月が経過。町民の多くは、未だ北川町長が刑事手続きを決断しないことに不信を爆発させています。同時に様々な憶測、疑惑が飛び交っているようです。「複数犯ではないか」。また「幹部は知りながら見逃していたに違いない」。あるいは「役場の組織ぐるみではないのか」など。





横領事件に対する町の説明に疑問が深まっています。それは、職員による着服がなぜ見抜けなかったかとの議員の問いに、上田税務課長（当時）が回答した「Ｋが会計室へもっていくふりをして、だまされた」という説明です。


今年４月に公表した納付書の残り１９２戸分は８１８件です。ということは、課長（当時）の説明通りだと８１８回も「だまされた」ことになるのです。１戸につき平均３件としても２７０回もだまされたことになるのです。


一連のデタラメ事例が発覚するたび「だまされた」は言い訳で、「知っていた」疑惑が強まります。
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ご意見・ご要望をどうぞ。　　☆くらし・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123　松元たけし38‐3875


◎日本共産党の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】








